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 1. 「相談」の専門職として、本人・家族・キーパーソンとの
　　　　　　　面接に基づいたソーシャルワークを実践しよう

 2. その人らしい生活とは何かをアセスメントしよう

 3. リハビリテーションチームの一員として
　　　　　　　　　　　　　　チームアプローチを実践しよう

 4. 障害を理解するプロセスを支援しよう

 5. 経済的課題の早期発見と継続した支援を実践しよう

 6. 適切な医療とリハビリテーションを
　　　　　　　　　　　　　　受ける権利を大切に支援しよう

 7. 入院前の生活を理解し、入院時から本人の意向を大切に
　　　　　　　　　　地域生活の再スタートに向け支援しよう

 8. 退院後の生活をモニタリングし、
　　　　　　　　退院後フォローについてチームで取り組もう

 9. 復職や復学・社会参加に向けて
　  本人・家族・キーパーソンを含む院内外の協働を図り、
　　　　　　　　　　　　　　　　　未来の生活につなげよう

10. 地域の相談窓口として、最新の社会資源を把握・活用し、
　　　　　　多様な関係機関と地域ネットワークを構築しよう
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